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タイルプログラミングを利用したAndroidアプリケー ション開発・実装体験

1 . 背景

熊本大学工学部は、文部科学省の特別教育研究費の採
択を受け、ものづくり創造融合工学教育事業に平成17 
年度～2 1年度の5年間着手した。技術部はこの事業の
中で、ものづくり教育カリキュラム拡充プロジェク卜の
助成を受けて、専門域外の学生を対象とした基礎技術教
育を実施した。 この実績を踏まえて、 体験型の実験・実
習を継承実施して欲しいとしづ依頼があり、 「革新もの
づくり展開力の協働教育事業 」に申請し、助成を受ける
こととなった。技術部では5つのテーマ からなるプロジ
ェクト 「工学基礎技術の融合と創造教育の実践」が計画
され、情報システムワ ーキング

F

グソレープで、はこの中のテ
ーマのーっとして「Androidアプリケー ション開発・
実装体験」講習会を開催した。
2. fAndroidアプリケーション開発・実装体験」講
習会
2. 1開催の目的

近年、 スマー トフォンなどの携帯電話などで話題に
なっている 「 Android」OS上で動作するアプリケーシ
ヨンを、 プログラミング初心者でも扱いやすい開発環
境ツ ールを利用し、Android 端末（実機）に実装するこ
とで、 受講者にアプリケー ションソフト開発を体験し
てもらう事を目的とする。
2.2講習会概要

Androidアプリは通常、Javaを利用して、 ソ ースコ
ー ドを記述し、氾柾」 で画面を構成する必要 があり、
プログラム未経験者にとって敷居が高い。 そこで、 本
講習では、 アプリケー ション開発環境にはGoogle社
が提供しているオープンソースのAppInventor 注I)

を用いた（図1）。
本ソフトは、 画面を構成する「Designer」とアプリ

の制御構成する 「Blocks E ditor」からなっており、各々
プログラム構文の書かれたタイルをマウス操作で組み
合わせることで、 Androidアプリケー ションを作成でき
る。 直感的な操作 ができ、 専門的な知識をほとんど必
要としないため、 プログラミング初心者のユーザがア
プリケーションソフト開発を行えるようになる。また、
今回の講習会用にCREATIVE 社の「CreativeZiiO 7 
インチ」を 3台用意した（図 4）。

講習会の進行は、 午前中にAndroid や開発環境の
App Inventorの紹介を行い、簡単なアプリケー ション
ソースを入力し、 エ ミュレータ及びタブレット端末で
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の動作確認を行った。 午後からは、 3つのアプリケー

ションの開発 と 実 装 をお こ な い、 全 5時間程の
Androidアプリ開発講習会を行った（図 3）。

部品を組み合わせてアプリのGUIを作る 「DesignerJ 
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図1 App Inventorの開発環境画面

2.3講師・受講者
講師 情報システムWG技術職員5名
受講者．合計24名（1日目：11名、 2日目：13名）
情報系学科所属 8名（学部7名，大学院1名）
専門域外学科所属14名（学部6名，大学院8名）
職員 2名（技術職員 2名）
合計 24名（学部13，大学院9，職員2)

講習会開催にあたって、 工学部の学生全体に案内のメ
ーノレを送って受講者を募った。 当初先着15名での開






